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早 期 水 稲 の 生 育 相 と 2， 3 の 気 象 と の 関 係

箱 に 播層：し，5月 8 口に 挿秧 した。その 略 f ツ ト及 び コ

ン ク リー ト圃易 の 2 区 に 分 穂 し，前看 に は 圧千分 の
一ア

ール の ポ ッ トに 4 最程 を 1 本植 と し，後 巷は 3 本植 5 株

と した 。な お 舵月L駐 その 他 の 肌培↑1彈 は
一

般早期栽培 に

準 じて 行つ た 。

　穂発芽性検定実験 の
一つ は ポ ツ トの 水ぞriを 認温 多嵌 の

h
『
内 に 入 れ て 随時発芽粒 を調査 し 全牢 1粒数 に 刻す る発

野歩合 を 算出 し た 。 湿 に は，王 内育苗命 を用い ・ど ユ

ール で 綴 覆し て 湿茎．が 100％ に な る よ う調哩 し た 。　ポ ツ

トは こ の 至 内に 8 月 12日 か ら 9 月 1E ↑まで 21 日 同放i
”

／

し，　そ の 担齲 穂 に 滋 し 敏水 又 は 焦撤水 の 両処JLIを 行つ

た。今
一・

つ は｛1 不期をエ ナ メ ル で 源記 し，30日後 の 稲穂

を 抜取つ て 脱粒 し，シ ヤ
ーレ ーを 月い て 詩法 に 従 い 室内

vlノ血下で 発芽試験 を 行 い 7 日 両で 締叨つ て 発芽乃 を 鴨 十L

し た。

実 験 結 果 と 論 議

　 1　穂発芽性　結果 を第 1 表 の 後 制 こ表示 し tこ。 焦 蚊

水高温多湿条件匹 お い tこ稲不酬
こつ い て 行つ た 第 1il「旧 の

穂発ツ 踏 の 調脊 で は （（i・8 月 12 日至 8 尽 8日 ・ 144時

1「拠 理 ） 初錦 の み が o．6％， 又 「i一条件で の 欝 2m 日の

調査で は 巴 ま さ りが L8 ％，新栄が 1．
’
7％ の 発芽夛合を示

し，他 の m 再で は 発靖粒は 見 られ な か つ た。［li捗 単な る

蔦温多尸兼件 の み で は 穂発才 の 訪囚 と は な り彳1．な い よ う

で あ っ た 。 次 に稲癒 に 徹水 して T
’
i？ 劉 棄 作 に お い た捗

合 ｝t は 第 lril　9 の 調 査 結果 で は 11 開 征 に 発芽陸が み ら

れ ，特 に 箸しい もの と して は紅光 3．1％，初釟2．5％ の 稔

発芽歩含 が 見出 き耕 こ。 又笋 2 匝旧 の 調査 で は 穂発芽 を

示 した もの が 16晶種 に 達 し，特に 吾しい もの と して は 巴

ま さ りの 7．8％，ぎん ま さ りの 3 、8％，初錦 の 3ほ ％ を あ

げ る こ と が で き る。更 に 第 3 ， 第 4 回 と羽査 をつ づ け そ

れ らを累計 して 次の 結果 か fuられ た 。 即 ら穂発芽歩合 の

高 い 品種名 と発芽歩合を示す と次 の よ うで あ る 。 巴 ま き

り31．．4％ ，　新栄 19．1％，　藤坂 5号19．0％，　亘〕埀碍≦早∫ト15．9

％ ，ふ くす け 15・2％，嬰年早生 14．5％ で こ れ らの 配種 は

T5

降水耐 。、L彡阨 条什 下 で 私発 芽 を起 し易 い もの と推定で き

る。他力 恩発芽歩合 の低 い もの として は 次の 諸品種 が 該

’
「した。即 ち，ふ 系5噺 蜚LO ％ ，こ し ひ か り1．1％ 亀 錦

3．4％ ，八 ［TT　E ［4，4％ で こ れ らは穂癸 芽 梵 の もの 1・Cfeajす る

とみ る こ とが で きる 。 な お 本調査 で は処王甲途 中腐敗粒 を

ダ 碚 し て 所期 の 諞査ナ　
f
了で きな か つ た 品 種が 若干 Jl　ul　J　i

され た が ノ の 旨 を 付 ［し て 表 示 し た。

　 H 　登熟中の 籾 の 発芽勢　断
ll
佼 1 ケ 月目の 穂 を抜取

り，騨粒 して 室 内改冗下で の 発芽 弋験器 に よ る発芽勢 の

rIf 糸1−t／i”は第 1 表の 如 く，］

1

亅殴低 7 ％，取 II．168％ で M 冂種刷

に
「
質 1な棉芸が．紀高 きれ tこ。即 ）v芒X：し易い 冂「種 として

は ふ く勺 け，量左巨 r ／L，釘
’
6，ふ 系 53号，辰 林 17号 ， ふ

ナニけ と り，llL羽 132 弓が該 当 し ，　 しに くい m 種 と して こ

し ひ か り，ふ 系54号，八 甲 田 ，震 林4正号が 見」憶 れ た。

今 ［VdilJt丿
』
卜三の 相剛図を示 チ と弟 1 図の 如 く若干の 例外 と

　 　 　 　 　 　 　 罧 1芽 率
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第 1 図　発芽勢と穂発芽歩
△

との 相関

腐敗性の 発生 に よ る乱れ が あ るが か な り高 い †HI月が 見出

され た。こ の 凶か らこ し ひ か り，ふ 系54．后，八 甲田は 明

りか に 綯発芽性 と も低 く，穏発芽難 の 品矼 と見 る こ とが

で き，ふ くす け，　 乍単生，藤坂 5 号，初錦，巴 ま さ り

は両発／」陰 と も高 く乱発芽 し易 い 晶秤 と見られ る。

早 期 水 稲 の 生 育 相 と 2， 3 の 気 象 と の 関 係
一k

岩 元 保

（鹿 児 昂 県 晨 業 誠 験 場）

ま　　え　　が 　　＄

　早期水稲の 生 育相 を知 るこ とは今稜の 栽嬉技術 の
・
夊壽

上必要 な 事 と考 え， 昭 和 31年〜33 年の 3 ケ 年】曲 こわ た

り，分けつ ，出 萸 　亙 燼の 魑 過 ，収呈棺 乂安 旅．乱 こっ い

÷¶昌和3斗年 8 月 5 日　第 22回例会 で 発表

て 調査 し た 。 そ の 績果， 明 らか に され た 主 な 点 を報告

し，併 せ て 早 期 水 稲 の 生 再 と気 象 との 関 係 に う い て 述 べ

る 。
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16 日 本 作 物 f 会 九 州 支 謳 会 汲 第 工5
．
号

　2） 栽　 培　 法

　 i ）　播種期及 矛多植期　　3 月31 冂及 5月　1 日

　ii）　栽植 密度 　　3Dc皿 × 12c皿，　ml
、
［i［27，2株　　1株 斗f／9魯

’
pl

　jii）　施月巴圭藍　（王Oa 当）　堆ヨヨ756k9 ，　硫濠安3司．olく9，　 過 イi
37．8kg，塩加 7．61g （仕1し，　昭和31年 は研」麦26．5kg，辻ユ

石 30，2  層昭和 52年 は過 石 S・L　okgve’あ つ た）。

試 験 期 間 中 の 気 象

　 わ　苗床期間 　気 温 は 昭和31年が平年並で あ るが 他 の

2 年 は稍 々 高い 。日照時数は 昭和31／1 赱が 多 く，他の 2

年 は稍 々 少 な い 。降 水一
『
辷は 何れ も ［：年 よ り多い 。

　2） 分けつ 期間　気温 は 千イ1兵，略 々 lz年 並で 目照時

数 は昭 和31爺 が 著 し く少 な い 。 1
・ii．水エ は 昭和 32年 が 平年

並で 他 は稍 々 多い 。な お ，S 月末〜6 月極初 に か け て 昭

和31年 は 日照暗奴が可 な りJな い 。

　3） 穂孕期間　踊 温 は 3 ケ 年共に 平年 よ り
T’

：く．日魚

時 数 は 昭和 32年 が E∫な り少 な く，昭和33年 は
dlt

し く多い

の が特澂的で あ る。降水血 は 昭和31年が f し く多い 。

　4）　登 熟期間　 xkin1 は昭和 32年 が 稍 々 II甓い が ，他の 年

は 可 な り肖 い
。 日照時数 は HH和 32年が 下lj々 少な く，仏 の

乍は 可な り多い 。 降水ヱ よ口照時数 と全 く逆 の 蜘 鯨を示

して い る。
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試 　 　験　 　成　 　績

　わ　草丈 ・薑数
・主 稈葉数 の 変化

　i）　．i丈 （穉 域

・F「a長 ）　草 丈1よ 6 月始 力 ， 6 月末 に か

け て，　伸 長力 者 しい ポは 各年．U：「司 ・
但向で あ る。　 しか

し，昭 和3t年は 終始他 の ［F［ri年よ 垣1、
』
丈が 回 い 。 こ れ に は

分 けつ 期 h−」 ） 口暇不 疋，多 i訂及 び 乱 タ嫺目IJ亀期 の 肩 tが

F 丈 の 伸 長 を 促 が した の で は な い か と 赴面 され る e な

お，桿長及ひ 偲民 に つ い て も略 々 同 じ傾lrUが み られ る。

　ii）翆 数 （信数） 分けっ のfttL始期は その午の 7　 g 時

の x しゑ秉 件に よ り遅返 が み られ，昭 和32奪 は特 に 発 生 力∫

遅れ た。しかし，そ の 後 5 月中〜下旬這 の jl1加は．
lI 乍共

略 々 同…テ ン ポ ec 斥す 。 5 月末 に な る と年次 目
・
カ　［わ

れ ，特に 昭憩32年 の
1’
伽 が越め て 乱 ｛で ，　 1

：し く慌 冒を

．、こす る。こ れ は 訓 、 ↑
’
旬 D グ 照 が えい きよ う して い る

辷，rLユiつ計 る。な ，、，j，暇和 3τ年が茎 数ガ稍 々 少 な い の は ヨ

月下何の ピ［照不疋 と　　亘肥 、斗の 7t用∫

辷が 也の 2fl よ ♪

20％ 少 な い 1
．
に L ！して い る と燈 われ る。従 つ で

一
明水

肩 の 分 け つ 力 は 瓦 咬的 強 く，IF9　1i　ll3tt．．逗の 分 け つ t41
）
°

； 下

rL．
1に 11． 々

1［
一
い の で は た い か と1イ1．t きれ る。硯数は 旧和

32年 力 广も多 い 。

　iii）　イ了交厂苓
「
∫
』
ム

　　lla下032 〜3　　1：｝よ 60％ h21　−c・
一「．
F｛ノ 〈｛L，

い 。 分けつ 節 r：別 に み る と二pl 汰 分 けつ の 巾第 8 方分 け

っ が
广

1三tVよ i
）　f　tJ 卜 参合が租々 鵬 く変コ1カ

゜
人きい が他の

ノ・」
ー
つ は 何 れ も8〔｝％ 1哨 幻 イ匕す る 〔ノ｝けっ 発 価 歩 今は 第

5 〜
’
1，；　
’
；
・
ix ＞け つ は け 年 1α）％，穿 4 ’bt及 びご第 8 ｝

ブノ♪け つ

は 年に よ り稍 々 少な い ）。．r；2 グ（分 け つ 「1， 何れ も陲め

て 1∬ か合 を
一
し，llい 乍 で 5．P ，5，正，6．P グ ノ｝け つ が 約

40 ％ 但 、一す ぎな い （”、2 次分けつ の 発生歩合は 5．1，6．1
匸／t

は 90〜100 ％ 発　二し，6．1 号力 梢 々 ラ く，イL の 分 け つ は
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極 め て低 い ）。

　iv）主稈葉 に つ い て

　 a ）出 葉期 年 に よ り出葉間隔 に著干の テ ン ポ の 差が

み られ る が 大 体 ユ2葉 まで は 5．0 日 〜 6．5 日位 で 13葉膨 麦は

7 〜8 日位か か る 。 特 に 昭和32年 は 8 〜9 日か か つ て い

る。又 ／2葉が出葉転擽，障覧に な る。

　 b ）主稈葉数　年 に よ り第 15 葉 の 出覲 燗 体数 が 異 な

り，暇和 32年 は 100％ で あ るが，昭 和 31年 は 60％ ，　暇測

33茸三は 40％位第15菓の 個｛本が 出現す る。

　 c ）黄化迄 日数 　成 熟 期 の 坐 存 葉 数 も年 に よ り異 な り

1〜 3枚 で あ る が、昭和33年 は 3枚生喜 し，昭釉32年 は

止葉 の み で あつ た 。 黄化迄 日 数は 9葉迄 は 約40 日、10葉

以 上 に な る と藁 位 が 上 が るに つ れ て 長 くな る 傾 向 が あ

り，　1照牽「τ31年 e・よ糸〜丿45 日，　日召禾032年 1ま斗0〜45日，　印召和33年

は 最 も長 くて 50臼位で あ る 。

第 3 表　　三1三　 育　　収　　鋸 査

羸
馳一蠅 墾 出穂期

有 効 分 け 最 　 　 高 幼 　 　 穂
　　　　　　　 　　　　　 成 熟期　 稈　長　 穂　長
つ 決 定 期 分 け つ 期 形 成 期

5月 22 日　 6月 8日　 6月 ］6El　 8月 6日　 　 92cm

5．　28　　　6．　10　　　6，　20 　　　8．　16　　　　　　86

5．　27　　　6．　 6　　　6．　17　　　8．　 6　　　　　　81

偲 数 蓼彎
1隅禾rl　 3　z

　 　 32

　 　 33

年　　 7月 7日

　 　 　 7．13

　 　 　 7．　 7

18，4c且t　 14，2本 　　 8σ％

正8．3　　　　16，1　　　　　 58

18．2　　　　13．8　　　　　61

灘鞠 隷
10a 当 　 10a 当

玄 米 震 　 粃 　 重

昭 和31 年

　 32

　 33

600工tg　 480   　　　8  　　　　　 78．8％
58斗　　　　　439　　　　　　17　　　　　　　　　　　　80 ．1

S49　　　　　506 　　　　　　　6　　　　　　　　　　　　81 ，5

10 α 当
　 　 　 籾 摺 歩 合
眉 米 置

　　2kg

．
玄 　米 　 　1 穂 尚

千 粒 重 　 精 籾 数

21 ．39 　　　　58斈〒ヒ

20．4　　 　　 43

21．5　 　　 　 64

滋蟻 欝 含 撚 ・ ら

10歉　　 15％ 　　101％

13　 　　 　 23　 　 　 　 9斗

斗　 　 　 　 6　 　 　 11斗

　2）　　生　　育　　収　　盪　　調　　査

　i） 主要生育時期　最高分 けつ 期 は 略 々 6月」二旬 で ，

年 に よ り斗 〜5M の ズ レ が み られ る。幼 穂 形 成 期 は，6

月 申旬で，幼穂形成期 か ら出穂期迄日数は 20〜23臼位で

あ る。出穂期，成熟期 は 昭和32年 が特に ひ ど く遅 れ て い

るが，こ れ は 幼穂形 成 期前後 よ り登 熟期 にか け て の 梢 々

低温，日照不足が原因 と考 え られ る 。

　ii） 収量 及 収 璽 決 定要素　 玄米収量 は 昭和33年 が 最多

収 で，　昭和32年 は穂数が多 く，　わ ら璽 が 多 い 割合に 収

景が少な い 。 昭和32年 の籾わ ら比率は 94％ で著し く低
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5 日 10日 15日 20日 25日 30f二135 日 40 日

　　
一

穂 重 （乾穂）増加曲紡薯

い
。 次に

一
穂当精籾数 は 昭和32年が著 し く少 な く逆 に 豼

数は 薪 し く多 く， 粃歩合が 極 め て 高い 。　又 1
’
O　a 当の 粃

重，屑米翼 も著 し く多 く，玄米 ：F粒 重 も可 な り軽 い 。 即

ち，昭和32年 は稔実が 極 め て 不良で あ つ た 。 これ は 穂孕

期間の H 照不足が
一

穂嘱籾数の 減少に 又 登 熟期間の 梢存

低温，日照 不 足 ，多雨 が ，同 化作 用 の 抑 制，紋枯病，穂

筒い もち病 な どの 発生 を助長 し粃数 の 増加，籾 の 充実 を

妨げた もの と考 え られ る。昭和33年の 多 収，稔 実良化は

昭 和32年 と全 く対 象 的で 生 育後半期 の 高温 多照 で あつ た

事 に原麟が 求 め られ る 。
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　 3） 登 熟 に 関 す る 調 査

　 i）一
穂重 （乾物）増加状況 　 各年共

一
穂重 が 最 大 に

達 す る の は 出穂期後 35 日頃で ある が，退1ユ玄米重 を 昭 和33

年 に 調査 した結果 は 出穂期後30Elで 最大 に 達 し てい る 。

昭和32硫 の よ うな 梢 々 低温 ，日 照不 足年 に は ，一一凶
穂 工底増

加速度 も又一穂軍 自休 も著 し く小 さい n

　ii）玄米粒厚別粒数分布　 昭和33年は粒厚 2．o ］mn の 階

級が 最 も多 く，次 い で 2．1mmが 比較的多い 。しか し，昭

和32年 は 2．1皿皿，2．Omm の 階級 が 著 し く少 な く，総体的に

粒厚が 薄 い 事が 口立 つ て い る 。

　iii）　 ．ヒ玄米晶貿　登熟期閻 に 比較的天候が 良好 で あ

つ た昭和 3畔 及 33 年 は品質 は 良好で あっ fこが 腹自米 は

多 い 。これ は 早期栽培 に 腹白米が多い とい う事で は な く

て，農林17号 の 品種的特瞠 と考 え られ る。昭 和32年 は 乳

自米や死米が非常に 多 く品質が不 良 で，穂 発 芽米 も若干

み られ た 。 これ は 登熟期の 目照不足，多雨に よ る もの で

あ る。

気 温 及 日照 時 数 関 係の 年次 間変異

　積算気温 と積算 日照時数の ｛f　Xvく開変 異 は 第 3 図の と書づ

りで あ る。

　1）　分 げつ 期 間　分 けつ の 比 較 的 多か つ た 昭 和 32年及

33年 の 位置をみ る と昭和33年 は気温 は 比較的高い が 日照

時数は lr珂年共，特別多 い 年で は な い。む し ろ，逆 に 昭 和

31 年の よ うに 日照 の 少 ない 年 が少 な い。従 つ て ，早期水

：跚の 分けつ は桐当多い こ とが 想像され る 。

　2） 穂 孕 期 間　
一・

穂当精籾数が 最 も多 く又 玄米千粒並

も大 で あつ た 駆和33年 は特に 気 温 及 び 口照時数 の 大 きな

年 に 属す る。しか し昭和 31年の よ うな年 は 醇成 り多い 。

昭和32年 を 日照時数だ けに つ い て み る と，こ の よ うな年

が 過去 33 ヶ 年中 12ケ 年 もあ 1
），梅雨期聞の 罠 短，梅雨期

中の 晴天口の 多少，降水量 の 多少な どが 頴花 数及頴花 の

大きさの 決定 に 大 きな え い きよ うが あ る と患 われ る。

　3）　登 熟期 間　玄 米の 肥 大 充実が 良好で ，玄米品質 も

衰好で あ っ た昭 和 31年．33年は 特 に 高温，多照 な年 に 属

して い る Q 逆 に ，登 熟 不喪で あ つ た 昭和32鷽 の よ うな 41
．
i

が 過 去 33 ケ 年 r団 0ケ 年位 は分布 して お り，玄 米充 実 の 良

化，品質 の 改善上 今後注 意 すべ き点 と考 え る v

む す び

700

算

 ：：

’．
X

以 上，早期水稲の 生育相 と気象 との 関係 に つ い て 述べ

1 ．分 け つ 期 間 （5．1〜6．4）

650・一

（
丿

F
ぴ

”
3

ヒ 1
L一

21
16　　　 30 51

’
ヨ

’
…3

… 29 民　　3t 且1
1
ト　 」 ∬

B 　即 　 且5919

　　 　 3295

　 M2723
・コ
　 　　　 　　 25
32　 10

12

2ε　　 22z

　　ウ
124

’
i 左

i 一

塩0　　　 1順 　　　　15〔1　　　 7・nn

2r 　穂 孕 ＃」．」間 （6，10〜7．4）

　leeoL

積

算

　 950
気

編L

　 　 21．
≧920

　 　 2s
　 l6

9°°

睡 … i

26一
52731

閉 1
　　 轡 3・

　 　 tS ．
　 　 250

15 ，、。π

L L
　 　 　 　 　 350　 300

　 3 ・　孟〔茫熟 ∫田「田　（7・5〜8・8）　積算 日」韓乏狂寺数

第 3 図　積 算 気 温 （平均気温 ） と積算 日照時数

　　　　の 年次 1側変異 （昭和元 年 〜 33年 ）

たが，今 後，次 の 点 に ［夊善すべ き問題 が あ るよ うに 思わ

れ る 。

　 1 ）早期水稲 の 分 けつ は，普通水稲に 比較 し て 相当多

い 。しか し，有効茎 歩合 は 低 い 。従 つ て ，今後 は，有効

裟歩合を高め ，有効穂数 を 多 くす る よ うな 栽培技術 の 研

哭 が 必 要 と思われ る．

　 2 ） 醐 九 州 で の 梅雨 に よ る 日照不足 は稔実の 不 良 や 玄

米 品質の 不良化を もた らすが，こ の よ うな年 が 比較的多

い 事 も無貎 出来 な い 。今後 は，特 に 日照 不 足 等で の 稔実

及 玄 米の 晶 質が 悪 くな らな い よ うな品種改良，栽培 鼓 術

の 改 1撫の 余地が あ る と懲わ れ る 。
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